
 

党議員団が先進事例を視察 
 

 日本共産党根室市議団は１０月５～６日、福岡県北九州市と大牟田市へ行き先進事例を

学びました。今週の市議団ニュースではその模様をお伝えします。なお、今回の視察は、

無所属の久保田陽議員とともに行いました。 
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あ
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産
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日
本
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１０
月
５
日
（
水
） 

福
岡
県
北
九
州
市 

株
式
会
社
ナ
ノ
ク
ス 

鮮
魚
の
鮮
度
保
持
―
超
微
細

気
泡
ウ
ル
ト
ラ
フ
ァ
イ
ン
バ

ブ
ル
の
力 

  

ウ
ル
ト
ラ
フ
ァ
イ
ン
バ
ブ

ル
（
Ｕ
Ｆ
Ｂ
）
と
は
、
フ
ァ

イ
ン
バ
ブ
ル
（
微
細
気
泡
の

総
称
）
の
う
ち
、
直
径
が
ナ

ノ
サ
イ
ズ
（
１
ナ
ノ
メ
ー
ト

ル
＝

１０

億
分
の
１
メ
ー
ト

ル
）
の
気
泡
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
（
１

マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
＝
１
０

０
万
分
の
１
メ
ー
ト
ル
）
と

は
さ
ら
に
異
な
る
特
性
を
持

ち
、
洗
浄
・
殺
菌
作
用
を
有

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

ナ
ノ
ク
ス
社
の
〝
ナ
ノ
フ

レ
ッ
シ
ャ
ー
〟
は
、
優
れ
た

微
細
混
合
能
力
を
持
ち
、
効

率
よ
く
且
つ
高
密
度
に
水
中

に
Ｕ
Ｆ
Ｂ
を
生
成
し
ま
す
。

窒
素
・
酸
素
を
使
用
し
た
超

低 

低
酸
素
・
超
高
酸
素
Ｕ
Ｆ
Ｂ
海

水
で
鮮
魚
を
処
理
す
る
こ
と

で
、
長
期
間
鮮
度
保
持
を
実
現

し
ま
す
（
以
上
、
説
明
資
料
よ

り
抜
粋
）。 

 

仕
組
み
と
し
て
は
、
窒
素
ガ

ス
（
ボ
ン
ベ
）
と
大
気
中
の
酸

素
、
そ
し
て
水
（
海
水
）
を
ミ

キ
サ
ー
に
取
り
込
み
、
Ｕ
Ｆ
Ｂ

水
を
効
率
よ
く
生
成
す
る
も

の
で
す
。 

 

（
作
動
中
の
装
置
を
見
学
） 
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窒
素
Ｕ
Ｆ
Ｂ
に
よ
る
鮮
度

保
持
の
効
果
は
、
一
般
社
団

法
人
氷
温
協
会
な
ら
び
に
株

式
会
社
氷
温
研
究
所
で
の
実

験
に
よ
り
、・
高
鮮
度
を
保
持

し
、
体
液
（
ド
リ
ッ
プ
）
の

流
出
を
抑
制 

・
品
質
低
下

に
よ
る
異
臭
（
腐
敗
臭
）
の

発
生
を
抑
制 

・
内
臓
物
の

状
態
、
色
が
良
好 

な
ど
の

効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
装
置
を
搭
載
し

た
近
海
マ
グ
ロ
延
縄
船
の
船

頭
、
船
員
か
ら
は
、「
航
海
中
、

水
替
え
は
１
回
す
る
か
し
な

い
か
程
度
」「
水
揚
げ
後
、
船

倉
を
洗
う
と
き
に
臭
く
な

い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
て

い
ま
す
。 

 

１０
月
６
日
（
木
） 

福
岡
県
大
牟
田
市 

「
ま
ち
で
、
み
ん
な
で
認
知

症
を
つ
つ
む
」
～
大
牟
田
市

に
お
け
る
認
知
症
の
人
の
地

域
包
括
ケ
ア
の
構
築
～ 

  

人
口
約
１１
万
８
千
人
の
大

牟
田
市
に
お
け
る
高
齢
者
数

は
約
４
万
人
、
高
齢
化
率

３４
・
４
％
、
後
期
高
齢
化
率

１８
・
１
％
と
、
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
平
成
１７
年
１

月
、
市
長
と
し
て
初
め
て
、 

認
知
症
の
人
と
と
も
に
暮
ら

す
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
宣
言
し
、
１０
年

間
、「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を

目
指
し
ま
し
た
。
１０
年
の
節

目
を
迎
え
た
平
成
２７
年
１
月

２５
日
、
市
長
は
次
の
「
認
知

症
の
人
と
も
に
暮
ら
す
ま
ち

づ
く
り
宣
言
２
０
１
５
」
を

発
表
し
て
い
ま
す
。 

「
大
牟
田
市
は
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
世

代
の
市
民
が
心
を
一
つ
に
し

て
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
の
願
い
に
寄
り
添
い
、
地

域
社
会
に
お
い
て
、
誰
も
が

人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。」 

 

地
域
包
括
ケ
ア
の
基
盤
整
備

（
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
施
設
と
地
域
交
流
施
設
） 

 

大
牟
田
市
で
は
小
規
模
多

機
能
サ
ー
ビ
ス
拠
点
の
整
備

に
あ
た
っ
て
、
日
常
生
活
圏

域
で
あ
る
小
学
校
区
に
１
事

業
所
を
目
標
に
掲
げ
整
備
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域

住
民
が
自
ら
サ
ー
ビ
ス
の
担

い
手
と
し
て
参
加
し
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
や
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
形
成
を
図 

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
介

護
予
防
及
び
地
域
交
流
の
拠

点
と
し
て
、
地
域
交
流
施
設

の
併
設
を
義
務
化
し
ま
し

た
。 

 

認
知
症
の
啓
発
（
絵
本
教
室

の
取
り
組
み
） 

 

 

認
知
症
ケ
ア
研
究
会
が
書

い
た
物
語
に
地
域
の
２４
人
の

子
ど
も
た
ち
が
絵
を
描
き
ま

し
た
。
認
知
症
に
な
っ
た
お

じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ
ん
を

温
か
く
見
守
る
主
人
公
や
家

族
、
地
域
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
絵
本
を
全
小
中
学

校
の
総
合
学
習
で
活
用
し
、

そ
の
結
果
、
子
ど
も
た
ち
の

理
解
が
深
ま
り
、
高
齢
者
を

支
え
て
い
ま
す
。 

 


